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Ⅰ　問題と目的
食育基本法（内閣府，2005）施行，第 2 次食育推
進基本計画（内閣府，2011）策定により，食育は国
民運動として，国をあげての取り組みとなっている。
食に関する指導の手引 - 第一次改訂版 -（文部科学
省，2010）にある通り，学校においては教育におけ
る食育の重要性を十分自覚し，積極的に食育の推進
に取り組まなくてはならない。
これを受け，全国の学校では栄養教諭を中核とし
たさまざまな食育が実践されている（文部科学省，
2009；2010；2011；2012；2013）。しかし，定型発達
児への食育に比べると，障害のある子どもたちへの食
育に関する報告や検証例はあまりみられない。また，
障害のある子どもたちに食育を行う際には，障害に応
じてさまざまな留意事項があると考えられるが，その
具体的な内容に言及した報告も見当たらない。
特別支援学校の教師を対象に行った食育に関する
意識調査（圡田・山下・青山，2013）の結果をみる
と，｢ 食育 ｣ という言葉は周知されるようになり，
食に関する指導の全体計画は作成されているものの，
給食指導に留まっていたり，個々の教師の考えに委
ねられた指導になっていたりする。また，学校とし
ては食育に取り組んでいるが，教師自身は効果的な
指導に至っていないと感じていることが報告されて
いる。また，食育自体が漠然として分かり難い，ど
の指導が食育なのか分からないと感じているとの結
果は，三反田 （2011） の報告と同様である。
そこで，障害のある子どもたちへの食育推進のた
めには，まず食育とは何か，その指導内容とはどの
ようなものかを整理する必要があると考えた。食に
関する指導の手引（文部科学省，2010）に記された
6 つの「食に関する指導の目標」（以下，6 つの目標
とする）および，「食に関する指導の内容」（以下，
食育指導内容とする）を障害種別に整理し，食育を
行う際の留意事項を検討することにした。
本研究では，特に知的障害児・肢体不自由児に焦
点を当て，食育推進における課題と原因をより明確
にするとともに，知的障害児・肢体不自由児への効
果的な食育推進プログラム（子どもたちが主体的に
食を楽しみ，食に対する意識や行動の変化につなが
るような指導方法）の開発および検証を行い，プロ
グラムをまとめることを目的とした。なお，本研究
は，知的障害児・肢体不自由児への食育推進に向け
ての基礎資料として報告する。
Ⅱ　方法
１　知的障害児・肢体不自由児の特性を踏まえ，以
下の事項について具体的に整理（2013年 8月）
（1）6つの目標および食育指導内容
（2）食育を行う際の留意事項
２　重点目標，重点課題を設定（2013年 8月）
３　プログラムの開発と実践（2013 年 9 月～
2015年 12月）
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学部・中学部・高等部と附属桐が丘特別支援学
校（肢体不自由）の小学部・中学部・高等部を
対象に同じ食育プログラムを実践し検討した。
・ 単元目標を設定する時には，曖昧にならないよ
うに言葉を整理した。
・ 本研究でいう「効果的」とは，「子どもたちが主
体的に食を楽しみ，食に対する意識や行動の変
化につながること」と位置づけた。
・ 比較対象として，附属小学校での栄養教諭によ
る授業（2014，2015），第 7 回・第 8 回東京都食
育フェア（2013，2015），第 10 回食育推進全国
大会（2015）で定形発達児を対象とする食育プ
ログラムを行った。
４　食育フォーマットの作成（2015 年 7 月～
2015年 12月）
・ 指導の際に，目標や指導内容，障害に応じた具体的
な留意事項が確認できる資料があるとよいと考えた。
・ PDCA サイクルを踏まえ，改善を重ねながら食育
プログラムを検証し，共通の形式（以下，食育
フォーマットとする）にまとめた。
Ⅲ　実践内容
１　指導内容と留意事項の整理
（1）6つの目標および食育指導内容
　 6 つの目標および食育指導内容を整理し，Table1
にまとめた。定型発達児と同様に，食に関する指
導の手引（文部科学省，2010）に書かれた内容を
そのまま活用できるものもあれば，知的障害児・
肢体不自由児の特性を踏まえ，変更したり新たに
追加したりする必要のある内容もあった。例えば，
目標の中の「食文化」に関しては，「各地域の産
物，食文化や食にかかわる歴史等を理解し，尊重
する心をもつ。」に，知的障害児・肢体不自由児の
場合は，より段階的な学習が必要であり，「体験を
重ねながら，興味をもち，理解を深める。」を追記
する必要があると考えた。
Table1　知的障害児・肢体不自由児に食育を行う際の 6 つの目標および食育指導内容
食に関する指導の内容 （食育指導内容）
食に関する指導の目標
（6つの目標）
食に関する指導の手引より 知的障害児 肢体不自由児
食事の重要性 食事の重要性，食事の喜び，楽しさを理解する。
心身の健康
心身の成長や健康の保持増進の上で望まし
い栄養や食事のとり方を理解し，自ら管理
していく能力を身に付ける。
⇒　 自分で，または補助
を受けながら
⇒　 自分で，または適切
に介助を依頼しながら
追加： 自分にとっての適切な食事量や形態があり，
咀嚼・嚥下に注意して食べること。
食品を選択する能力
正しい知識・情報に基づいて，食物の品質
及び安全性等について，自ら判断できる能
力を身に付ける。
⇒　自分に必要なものを選ぶ
感謝の心 食物を大事にし，食物の生産等にかかわる人々へ感謝する心をもつ。
社会性 食事のマナーや食事を通じた人間関係形成能力を身に付ける。
⇒　 理解し，自分らしく
実践できる
食文化
各地域の産物・食文化や食にかかわる歴史
等を理解し，尊重する心をもつ。
追加：体験を重ねながら，興味をもち，理解を深める。
註：食に関する指導の手引をもとに，下線部を変更，または追加した。
（2）食育を行う際の留意事項
　 食育を行う際の留意事項を整理した（Table2）。ま
ず，「食生活の実態や目標に個人差が大きい」ことは，
特別支援教育では配慮するべき事項である。その他
に，「経験の不足・しにくさ」，「複数のことを同時に
行うことのむずかしさ」，「咀嚼・嚥下のむずかしさ」
は知的障害児・肢体不自由児に共通してあげられた。
　 その一方で，知的障害児では，「偏食・こだわり
がみられやすい」，「見通しが持ちにくい」，「集中
しにくい」などが，肢体不自由児では，「動作に時
間がかかる」，「姿勢の保持のむずかしさ」などが
障害特有の留意事項だと考えられた。
　 さらに，留意事項としては同じだが，その原因
が異なるものには，「手指の動きの巧緻性の問題」
があった。知的障害児では主に認知面が，肢体不
自由児では主に運動面が関わっているのではない
かと思われた。
　 知的障害児・肢体不自由児の場合，自ら，自分
一人で行うことはむずかしくても，適切に補助や
介助を受け，力をつけることも大切である。
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２　重点目標，重点課題を設定
重点目標として 6 つの目標の中から「食文化」を
設定し，「食文化の継承」をテーマとした。
「食文化」は学校においてなかなか実践し難く，後
回しになりがちなものであるが，地域の伝統食や行
事食，また日常の食の歴史を知り，それを取り入れ
た食生活を送ることは，障害のある子どもたちの
QOL の向上につながるとの期待を持ったからである
（圡田・戸松，2014）。
重点課題としては「食育を行う際の留意事項」
（Table2）の中から「経験の不足・しにくさ」を設定
した。その理由は，テーマとした「食文化の継承」
や，Table2 にある他の留意事項とも密接にかかわっ
ているのではないかと予測したからである。
学校において，意図的に食に関する経験を学習活
動として組み入れること（＝体験を重ねること）が，
効果的な食育プログラムとなると考えた。また，誰
でも学校や家庭で無理なく，継続して行える内容で
あることを大切にしたいと考えた。
３　プログラムの開発と実践
①日本の食文化（茶）
「急須でお茶をいれてみよう」
目 標：茶葉や道具に触れる体験を通して，日本の
食文化としてのお茶（ここでは緑茶のこと）に
興味をもち，理解を深める。
学 習内容：お茶の木の観察，お茶ができるまで，
お茶の種類，お茶をいれる道具の名前，急須を
使ってお茶をいれる，お茶の色の変化や香り，
味をたのしむ，一緒にお茶を飲むなど。
子どもたちの年齢や障害によって複数のプログラ
ムを実施し，プログラムごとに具体的な目標を設定
し，学習内容も調整した。また，知的障害児・肢体
不自由児においては「自分なりの方法を見つけるこ
と」，「卒業後に習慣として定着すること」に重点を
おき，授業だけでなく，親子で行ったり，給食時間
などの食事の場面で行ったり，お茶会として行った
りするなど，想定される場面を設定し指導をした。
実施後のアンケート結果より，対象者の年齢と人
数をまとめた（Table3）。
Table2　知的障害児・肢体不自由児に食育を行う際の留意事項
知的障害児 肢体不自由児 
食
育
を
行
う
際
の
留
意
事
項
食生活の実態や目標に個人差が大きい
経験の不足・しにくさ
複数のことを同時に行うことのむずかしさ
咀嚼・嚥下のむずかしさ
偏食・こだわりがみられやすい
見通しが持ちにくい 動作に時間がかかる
手指の動きの巧緻性の問題（認知面） 手指の動きの巧緻性の問題（運動面）
姿勢の保持のむずかしさ
写真や絵など視覚的だと分かりやすい 視覚的な認知のむずかしさ
聴覚での理解は比較的得意
集中しにくい
必要に応じて補助する 必要に応じて介助を依頼させる
Table3　日本の食文化（茶）「急須でお茶をいれてみよう」　の対象者の年齢と人数
対象者の年齢
未就学児 小低学年生 小高学年生 中学生 高校生
大学・
専門学校生 合計（人）
（3-6 歳） （7-9 歳） （10-12 歳） （13-15 歳） （16-18 歳） （19-21 歳）
定型発達児 17 13 15 2 0 14 61
知的障害児 6 0 0 7 10 0 24
肢体不自由児 0 3 6 0 10 0 19
②日本の食文化（米）
「お米ってなんだろう」
目 標：日本の主食である米に親しみ，基礎的な知
識と面白さを知る。米を身近に感じ，食べる意
欲と態度を育てる。
学 習内容：日本の食文化としての米，米ができる
まで，稲と米の観察，いろいろな米，米からご
はんへの変化，米を中心とした食事，自分でお
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にぎりを握る，種類の違う米を意識して味わう，
作業学習で自分で作った茶碗で給食のごはんを
食べるなど。学習内容と指導上の配慮などは，
Table4 の通り。
Table4 日本の食文化（米）「お米ってなんだろう」の学習内容と指導上の配慮
定型発達児 知的障害児 肢体不自由児
学部・学年 小学校　4年生 中学部・高等部 高等部
目標設定
・米の基礎的な知識とおもしろさを知る
・米を身近に感じ、ごはんをおいしく食べる意欲と態度を育てる
学習内容
・日本の食文化としての米 ・米ができるまで ・米の観察
・米ができるまで ・稲と米の観察 ・いろいろな米
・稲と米の観察 ・いろいろな米 ・米からごはんへの変化
・米という字に隠れた秘密 ・米からごはんへの変化 ・米を中心とした食事
・自分でおにぎりを握る ・自分でおにぎりを握る ・自分でおにぎりを握る
指導上の配慮
・五感を使った体験的な学習活動
・個々の実態に応じた指導をする
・初めての体験であるということを踏まえる
・情報量は少なく、手順も少なくする
・使いやすい道具を準備する
・視覚的な教材を準備する ・時間を長めに設定する
・集中力に応じた時間設定 ・イメージが膨らむ声かけ
・必要に応じて教師が補助する ・必要に応じて介助を依頼させる
③日本の食文化（豆）
「豆ってなんだろう」
目 標：知っているようで知らない豆と日本の食文
化のかかわりについて知り，興味をもち，理解
を深める。
学 習内容：豆を触ってみよう，いろいろな種類の
豆，豆を観察してみよう，豆を水でもどしてみ
よう，いろいろな豆料理，日本の行事食として
の豆など。
④日本の食文化（郷土料理）
「郷土料理ってなんだろう」
目 標：日本には地域によって，気候風土とかかわ
りをもつ郷土料理や特産物があることを知り，
地域の食文化に興味をもち，理解を深める。
学 習内容：教職員の出身地や修学旅行先の郷土料
理，地域の特産物を観察してみよう，食べてみ
たい郷土料理を選ぼう，給食で郷土料理を味わ
おうなど。
併せて，⑤身近な食材として，給食で使用する食
材に子どもたちが自由に触れられる展示を行うなど，
給食を教材としたプログラムも定期的に実施した。
さらに，子どもたちにとって食育をより身近なもの
とするために⑥食育キャラクターを作成した。
４　食育フォーマットの作成
実施した①～⑥のプログラムについて，誰でも，
目標や指導内容，障害に応じた具体的な留意事項を
確認しながら実施できるよう，食育フォーマットに
整理した。
Ⅳ　結果
①日本の食文化（茶）
家で急須でいれたお茶を飲む習慣のある子どもは
Fig.1 の通り全体的に少なく，特に肢体不自由児で有
意に低かった（p<0.05）。全体として，ペットボトル
などのお茶は飲んでいるが，熱い飲み物はあまり飲
みなれていないとの答えが聞かれた。道具の名前の
認知度では，急須や湯のみは比較的知っている子ど
もが多かったが，茶たくは見たことはあるが名前が
出てこない子どもが多かった。また，急須を「知ら
なかった」と答えた子どもが知的障害児で有意に多
かった（p<0.05）。中には，急須が家になく，今回は
じめて触るという子どももいた。指導の際は，知的
障害児・肢体不自由児では手や指先を使っての動作
にむずかしさがみられ，使いやすい道具や周りの適
切な補助や介助が必要であった。Fig.2 の通り，いず
れも体験してみて，家でも急須でいれたお茶を飲ん
でみたいと答えた子どもがほとんどであった。Fig.3-
1,3-2 は実施の様子。
②日本の食文化（米）
日本の主食である米も，意識して見たり味わった
りしてみると新たな発見をした子どもたちが多く，
学習内容や留意事項は異なっても，子どもたちの様
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Fig.3-1　 附属大塚特別支援学校での 「急須でお茶
をいれてみよう」の様子
Fig.3-2 　附属桐が丘特別支援学校での 「急須でお
茶をいれてみよう」の様子
たちが多かった。Fig.5 のように箱いっぱいに入って
いる豆に触れた時には「豆って触ると気持ちいい。」
「かたい。石みたい。」という声が聞かれた。また，
特に水でもどしたときの豆の形や色の変化には驚く
声が多く，「お料理するときに水に入れること，知ら
なかった。」などの感想があった。
①～③のプログラムでは，見る・触る・嗅ぐ・聴
く・食べる（飲む）など五感を使った体験的な学習活
子はほぼ共通していた。稲や米を実際に触ってみる
ことで興味を示し，形はさまざまでも自分で作った
おにぎりはとてもおいしいと達成感を感じている姿
がみられた（Fig.4-1,4-2）。
③日本の食文化（豆）
豆は，大豆の加工品としての豆腐やしょうゆ，み
そなどの調味料，和菓子のあんこなどで身近な食べ
物のはずだが，加工される前の姿を知らない子ども
Fig.4‐1　 附属大塚特別支援学校での「お米ってな
んだろう」の様子
Fig.4‐2　 附属桐が丘特別支援学校での「お米って
なんだろう」の様子
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Fig.5　 日本の食文化（豆）　「豆ってなんだろう」
の様子
Fig.6 　日本の食文化（郷土料理）附属大塚特別支
援学校での様子
Fig.7　身近な食材　附属桐が丘特別支援学校での様子
Fig.8　食育キャラクター　
附属大塚特別支援学校の「ごこくクン」と
附属桐が丘特別支援学校の「丼丸」
動を多く取り入れ，いずれも食材への理解が増し，興
味関心が高まったと思われる感想が聞かれた。
ただし，定型発達児は，短時間の指導でも学習の全
体を理解できた様子だったが，知的障害児や肢体不自
由児では，「楽しかった。」などの感想が主になった。
④日本の食文化（郷土料理）
身近な教職員の出身地や修学旅行先の郷土料理を
提供したりすることで，郷土料理も子どもたちに
とって興味をかきたてる献立となった。給食時間に
は子どもも大人もいきいきとその郷土料理や土地に
ついての話をし，非常に盛り上がりをみせた。Fig.6
のように日本地図で視覚的に示したり，どの郷土料
理を食べてみたいか投票制にしたりして献立の選択
にかかわれるようにしたことで，学校全体での取り
組みとなった。
⑤身近な食材
ある日の展示では，展示してあった“にんじん”
を触った子どもが「これは偽物のにんじんだよ。固
いもん。」と言った（Fig.7）。担任や同級生も交えて，
どうしたら普段食べているような“やわらかいにん
じん”になるのか相談し，水で洗うとやわらかくな
るかもしれないと，実験した例もあった。給食時間
には展示の話題とともに食材の味を感じながら理解
を深め，継続した取り組みとなった。
⑥食育キャラクター
子どもたちにデザインやキャラクター名を募集し，
米をテーマにした食育キャラクター「ごこくクン」
と「丼丸」が生まれた（Fig.8）。共に食育を学ぶ仲間
として，さまざまな食育の場面で活躍している。
食育フォーマットは，作成した一部を掲載する
（Fig.9-1，9-2，9-3，9-4）。
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Fig.9-1 　食育フォーマット　日本の食文化（茶）
－附属大塚特別支援学校　
Fig.9-2 　食育フォーマット　日本の食文化（茶）
－附属桐が丘特別支援学校
Fig.9-3 　食育フォーマット　日本の食文化（米）
－附属大塚特別支援学校　
Fig.9-4 　食育フォーマット　日本の食文化（米）
－附属桐が丘特別支援学校　
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Ⅴ　考察
本研究では，知的障害児・肢体不自由児の食育推進
における課題と原因を明確にするとともに，知的障害
児・肢体不自由児への効果的な食育推進プログラムの
開発および検証を目的とした。
これまで，実践されているにもかかわらず，報告や整
理がほとんどされてこなかった知的障害児・肢体不自由
児への食育を，まずは，6つの目標および食育指導内容
から整理し，まとめた。
特別支援学校では，食に関する指導の目標を設定す
る際には自立活動の視点を加味して設定することが求め
られている（文部科学省，2010）が，具体的には各校の
実態に応じて決定していく。今回改めて，定型発達児と
知的障害児・肢体不自由児を比較検討したところ，知的
障害児や肢体不自由児の食に関する指導の目標や食育
指導内容は，定型発達児と基本は同じであるが，それ
ぞれのできることとむずかしいことを理解し，段階性を
もたせたり，周囲から適切に補助や介助を受けたりしな
がらも力をつけ，卒業後の食生活を見据え，主体的に取
り組める内容であることが大切であると考えた。はじめ
に，漠然としていた食育をきちんと整理することで，プ
ログラム開発がスムーズに行えた。
次に，食育を行う際の留意事項について整理した。一
般に知的障害児・肢体不自由児の障害特性として知ら
れている特性が食に関する指導の場面でもみられ，共通
した課題も多かった。知的障害児と肢体不自由児では，
障害の特性が異なっているが，それぞれの留意事項は
互いに参考になるものであった。
6つの目標の中から「食文化」を設定し，「食文化
の継承」をテーマに，食育プログラムを実施したのは，
2013年に「和食」がユネスコ無形文化遺産に登録され，
今後益々，和食文化の継承が食育の柱となっていくと
考えられたことも一要因であった。また，「体験を重ね
ながら，興味をもち，理解を深める。」を達成するため
にどのような指導を行えば，重点課題とした「経験の不
足・しにくさ」を補うことができるのか検討した。
実際に，食育プログラムを実践する際には，体験的な
学習活動の場面を積極的に取り入れた。どのプログラ
ムでも，子どもたちは日本の文化であるお茶（緑茶）や
米，豆，郷土料理などについて，経験する機会が少な
いことが分かった。
ここでいう経験とは，「ふれる」というニュアンスのも
のを含む。例えば，小さい頃から自分でお茶をいれると
いうことはなくても，家族がお茶をいれている姿を見て
きたとか，「おにぎり」という食べ物が，米を炊いてでき
たごはんから作られたことを意識したり理解したりして
いなくても，おにぎりを食べる機会があったという「無
意識の経験」なども含む。これは，日本の生活の欧米化
が進んできたこともあるが，知的障害児・肢体不自由児
の道具の扱いづらさや生活範囲の狭さなどが関係してい
ると考えられた。
普段から食べている身近な食べ物でも，元の姿がど
のようなものか知らなかったり，日本の文化と深くかか
わっていることを知らなかったりする子どもたちが多
かった。しかし，体験してみると，お茶の香り，米や豆
の手触りを楽しみ，郷土料理を含めその味を確かめる
ように味わいながら，とても興味を持って取り組んでい
た。「家でも急須でいれたお茶を飲んでみたい。」「自分
で作ったおにぎりはとてもおいしい。」「今度，郷土料理
を食べに行ってみたい。」と答えるなど，子どもたちが
主体的に楽しみ，行動の変化につながると思われる反応
であった。体験的な学習活動の場面を積極的に取り入
れたことが有効であり，日本の食文化への興味関心をも
つきっかけになった。
また，定型発達児と比較すると，学習内容や留意事
項は異なっても，子どもたちの様子はほぼ共通してい
た。しかし，知的障害児や肢体不自由児では，楽しかっ
たことばかりが印象に残りやすく，日常生活へつながる
には繰り返しの実践と学習内容の確認が必要と感じられ
た。
五感を使って観察するプログラムなどで，自ら興味を
持ったことには，知的障害児や肢体不自由児も印象が強
く残り，食生活にも変容がみられやすいと推察された。
「経験の不足・しにくさ」を学校などでの体験的な学習
活動を通して補っていけること，ちょっとしたことでも
継続し行っていくことが効果的であると分かった。
学校における食育では，給食が最大の教材となる。
④日本の食文化（郷土料理）や⑤身近な食材のように，
給食を活用した取り組みは，継続した指導という意味で
も非常に重要である。給食時間には，給食指導としてマ
ナーや偏食の指導などが行われることは多いが，それら
に加え，食文化を意識した学習などを積極的に取り入れ
ることが大切であり，そのような献立を意図して提供す
ることが栄養教諭の大きな役割の一つであると改めて感
じている。
食育の指導場面は，さまざまである。食は子どもた
ちにとって身近な興味のあるテーマであり，学校では授
業や給食時間はもちろん，休憩時間に至るまで，指導の
チャンスはあるにもかかわらず，なかなか効果を感じに
くいのは，指導の意図が伝わりにくかったり，指導は実
践されていても評価をきちんと行えていなかったりする
からかもしれない。特に， 障害のある子どもたちの場合，
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障害特性を踏まえ，継続した指導の機会を確保していく
ことが重要であると思われた。食育フォーマットはその
ような思いで，知的障害児・肢体不自由児のさまざまな
発達に応じて，誰でも活用できるように作成した。
今回，附属大塚特別支援学校と附属桐が丘特別支援
学校で連携し研究することで，単独で研究を行う以上に
より細かい検討ができたが，今後この食育フォーマット
を各校で活用していくことで，さらに食育プログラムを
見直しながらより効果的な食育を進めていけると期待し
ている。
また，学校内だけでなく家庭との連携が今後の課題
である。校内版の食育フォーマットだけでなく，家庭で
も気軽に食育を行えるようにアプローチしていき，それ
ぞれの取り組みが効果的に子どもたちの経験や学びとな
るようつなげていきたい。
本研究は，知的障害児・肢体不自由児への食育推進
に向けての基礎資料としての報告であり，今後も継続し
た指導を行うことにより，食育フォーマットの有効性を
検証していきたい。
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